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Ⅰ 人口の動向について



１ 人口減少の進む大船渡

総人口総人口総人口総人口は減少を続けている。は減少を続けている。は減少を続けている。は減少を続けている。

H2H2H2H2ととととH26H26H26H26を比較するとを比較するとを比較するとを比較すると 8,8468,8468,8468,846人減（△人減（△人減（△人減（△18.718.718.718.7％）％）％）％）

○○○○ 15151515歳未満人口歳未満人口歳未満人口歳未満人口 4,4644,4644,4644,464人減人減人減人減（△（△（△（△51.951.951.951.9％）％）％）％）

○○○○ 15151515～～～～64646464歳人口歳人口歳人口歳人口 10,19710,19710,19710,197人減人減人減人減（△（△（△（△32.332.332.332.3％）％）％）％）

○○○○ 65656565歳以上人口歳以上人口歳以上人口歳以上人口 5,8155,8155,8155,815人増人増人増人増（＋（＋（＋（＋84.284.284.284.2％）％）％）％）

「少子高齢化が進行している」と表現される。「少子高齢化が進行している」と表現される。「少子高齢化が進行している」と表現される。「少子高齢化が進行している」と表現される。

14.614.614.614.6％％％％

33.133.133.133.1％％％％

67.267.267.267.2％％％％

18.218.218.218.2％％％％

56.156.156.156.1％％％％

10.810.810.810.8％％％％

47,21747,21747,21747,217人人人人

38,37138,37138,37138,371人人人人
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２ 人口変動からみた推移（１）

人口は、出生数だけ増加し、死亡数だけ減少する。出生数と死亡数の差を人口は、出生数だけ増加し、死亡数だけ減少する。出生数と死亡数の差を人口は、出生数だけ増加し、死亡数だけ減少する。出生数と死亡数の差を人口は、出生数だけ増加し、死亡数だけ減少する。出生数と死亡数の差を

自然増減自然増減自然増減自然増減という。という。という。という。

さらに移動数だけ増減する。転入と転出に分けられ、転入が多ければ増加さらに移動数だけ増減する。転入と転出に分けられ、転入が多ければ増加さらに移動数だけ増減する。転入と転出に分けられ、転入が多ければ増加さらに移動数だけ増減する。転入と転出に分けられ、転入が多ければ増加

し、転出が多ければ減少する。転入と転出の差をし、転出が多ければ減少する。転入と転出の差をし、転出が多ければ減少する。転入と転出の差をし、転出が多ければ減少する。転入と転出の差を社会増減社会増減社会増減社会増減という。という。という。という。

○自然増減は、平成９年度に減○自然増減は、平成９年度に減○自然増減は、平成９年度に減○自然増減は、平成９年度に減

少に転じて以降、減少幅が拡大少に転じて以降、減少幅が拡大少に転じて以降、減少幅が拡大少に転じて以降、減少幅が拡大

している。している。している。している。

○出生数が減少する一方で、死○出生数が減少する一方で、死○出生数が減少する一方で、死○出生数が減少する一方で、死

亡者数は増加している。亡者数は増加している。亡者数は増加している。亡者数は増加している。

○社会増減は、減少幅に多少の○社会増減は、減少幅に多少の○社会増減は、減少幅に多少の○社会増減は、減少幅に多少の

違いはあるものの、転出超過違いはあるものの、転出超過違いはあるものの、転出超過違いはあるものの、転出超過

（減少）となっている。（減少）となっている。（減少）となっている。（減少）となっている。

○震災を機に転入と転出が均衡○震災を機に転入と転出が均衡○震災を機に転入と転出が均衡○震災を機に転入と転出が均衡

している（復興需要によるものしている（復興需要によるものしている（復興需要によるものしている（復興需要によるもの

と思われる）。と思われる）。と思われる）。と思われる）。

…Ｐ８～10
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３ 人口変動からみた推移（２）
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４ 人口変動からみた推移（３）

進学・就職で転出増進学・就職で転出増進学・就職で転出増進学・就職で転出増

年々子どもの数が減少年々子どもの数が減少年々子どもの数が減少年々子どもの数が減少

そのそのそのそのため純移動数も減少ため純移動数も減少ため純移動数も減少ため純移動数も減少

Ｕターン・転勤？Ｕターン・転勤？Ｕターン・転勤？Ｕターン・転勤？

震災前震災前震災前震災前までまでまでまではははは±±±±ゼロ付近ゼロ付近ゼロ付近ゼロ付近

震災後はプラスに震災後はプラスに震災後はプラスに震災後はプラスに

死亡増死亡増死亡増死亡増

年々高齢者数が増加年々高齢者数が増加年々高齢者数が増加年々高齢者数が増加

そのそのそのそのため純移動数も増加ため純移動数も増加ため純移動数も増加ため純移動数も増加

平成平成平成平成26262626年のみ住民基本台帳人口、それ以外は国勢調査人口年のみ住民基本台帳人口、それ以外は国勢調査人口年のみ住民基本台帳人口、それ以外は国勢調査人口年のみ住民基本台帳人口、それ以外は国勢調査人口

…Ｐ13～15



５ 新規高校卒業者の進路
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(1(1(1(1) ) ) ) 進路状況の推移進路状況の推移進路状況の推移進路状況の推移

(2(2(2(2) ) ) ) 卒業数に対する就職者数の割合卒業数に対する就職者数の割合卒業数に対する就職者数の割合卒業数に対する就職者数の割合

55.755.755.755.7％％％％

27.927.927.927.9％％％％

18.518.518.518.5％％％％

14.814.814.814.8％％％％

就職者全体

（大船渡公共職業安定所管内）（大船渡公共職業安定所管内）（大船渡公共職業安定所管内）（大船渡公共職業安定所管内）

管内就職のみ

○○○○ 就職者の割合は、２人に１人から４人に１人に減少就職者の割合は、２人に１人から４人に１人に減少就職者の割合は、２人に１人から４人に１人に減少就職者の割合は、２人に１人から４人に１人に減少 →→→→ 進学等が増加進学等が増加進学等が増加進学等が増加

○○○○ 管内就職の割合は、２割前後から１割前後に減少管内就職の割合は、２割前後から１割前後に減少管内就職の割合は、２割前後から１割前後に減少管内就職の割合は、２割前後から１割前後に減少 →→→→ 管外流出が増加管外流出が増加管外流出が増加管外流出が増加

…Ｐ32～34
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(2(2(2(2) ) ) ) 新規高校卒業者に対する管内求人数と管内就職者数の推移新規高校卒業者に対する管内求人数と管内就職者数の推移新規高校卒業者に対する管内求人数と管内就職者数の推移新規高校卒業者に対する管内求人数と管内就職者数の推移

(1) (1) (1) (1) 有効求人倍率の推移有効求人倍率の推移有効求人倍率の推移有効求人倍率の推移

○○○○ 有効求人倍率は、景気動向と連動して長期に低迷が続く。有効求人倍率は、景気動向と連動して長期に低迷が続く。有効求人倍率は、景気動向と連動して長期に低迷が続く。有効求人倍率は、景気動向と連動して長期に低迷が続く。

○○○○ 新規高校卒業者には一定の就職希望者があるが、求人数が少ない。新規高校卒業者には一定の就職希望者があるが、求人数が少ない。新規高校卒業者には一定の就職希望者があるが、求人数が少ない。新規高校卒業者には一定の就職希望者があるが、求人数が少ない。

715715715715人人人人

220220220220人人人人

99999999人人人人

102102102102人人人人

271271271271人人人人

93939393人人人人

デフレ不況デフレ不況デフレ不況デフレ不況

リーマンショックリーマンショックリーマンショックリーマンショック

東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災

バブル景気バブル景気バブル景気バブル景気

1.721.721.721.72倍倍倍倍

0.370.370.370.37倍倍倍倍

1.551.551.551.55倍倍倍倍

0.380.380.380.38倍倍倍倍

…Ｐ32～34



７ 出生数と合計特殊出生率の推移

出生数は減少傾向出生数は減少傾向出生数は減少傾向出生数は減少傾向 H2H2H2H2→→→→H24H24H24H24 △△△△48.648.648.648.6％％％％ 235235235235人減人減人減人減

○○○○ 合計合計合計合計特殊出生率特殊出生率特殊出生率特殊出生率は減少を続け、は減少を続け、は減少を続け、は減少を続け、H16H16H16H16にににに1.301.301.301.30を底に幾分増加に転じたを底に幾分増加に転じたを底に幾分増加に転じたを底に幾分増加に転じた

○○○○ H21H21H21H21以降は増加傾向が続き、以降は増加傾向が続き、以降は増加傾向が続き、以降は増加傾向が続き、H24H24H24H24でででで1.661.661.661.66

…Ｐ21～22



８ 結婚件数と婚姻率の推移（１）

結婚結婚結婚結婚件数は減少傾向件数は減少傾向件数は減少傾向件数は減少傾向 H2H2H2H2→→→→H25H25H25H25 △△△△39.839.839.839.8％％％％ 104104104104件減件減件減件減

○○○○ 婚姻率は減少を続け、婚姻率は減少を続け、婚姻率は減少を続け、婚姻率は減少を続け、H20H20H20H20のののの3.5‰3.5‰3.5‰3.5‰を底に増加に転じたを底に増加に転じたを底に増加に転じたを底に増加に転じた

○○○○ H22H22H22H22以降は約４以降は約４以降は約４以降は約４‰‰‰‰で横ばい傾向で横ばい傾向で横ばい傾向で横ばい傾向

…Ｐ18～20



男性の年齢階級別未婚率の推移男性の年齢階級別未婚率の推移男性の年齢階級別未婚率の推移男性の年齢階級別未婚率の推移 女性の年齢階級別未婚率の推移女性の年齢階級別未婚率の推移女性の年齢階級別未婚率の推移女性の年齢階級別未婚率の推移

未婚率は増加傾向未婚率は増加傾向未婚率は増加傾向未婚率は増加傾向 →→→→ 晩婚化と非婚化が進行晩婚化と非婚化が進行晩婚化と非婚化が進行晩婚化と非婚化が進行

○○○○ 30303030～～～～34343434歳、歳、歳、歳、35353535～～～～39393939歳で顕著な増加傾向歳で顕著な増加傾向歳で顕著な増加傾向歳で顕著な増加傾向

○○○○ 女性よりも男性の方が未婚率が高い女性よりも男性の方が未婚率が高い女性よりも男性の方が未婚率が高い女性よりも男性の方が未婚率が高い

９ 結婚件数と婚姻率の推移（２）

…Ｐ20～21



１０ 人口ピラミッドで見る人口の推移

約約約約25252525年経過したら年経過したら年経過したら年経過したら

○○○○ 0000～～～～ 4444歳歳歳歳 → → → → 25252525～～～～29292929歳歳歳歳 … 2,419… 2,419… 2,419… 2,419人人人人 → → → → 1,4661,4661,4661,466人（△人（△人（△人（△39.439.439.439.4％）％）％）％）⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 少子化少子化少子化少子化

○○○○30303030～～～～34343434歳歳歳歳 → → → → 55555555～～～～59595959歳歳歳歳 … 2,726… 2,726… 2,726… 2,726人人人人 → → → → 2,5742,5742,5742,574人（△人（△人（△人（△ 5.65.65.65.6％）％）％）％）⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 高齢化高齢化高齢化高齢化

○○○○60606060～～～～64646464歳歳歳歳 → → → → 85858585～～～～89898989歳歳歳歳 … 3,297… 3,297… 3,297… 3,297人人人人 → → → → 1,3761,3761,3761,376人（△人（△人（△人（△58.358.358.358.3％）％）％）％）⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 自然減自然減自然減自然減

…Ｐ23



ⅠⅠⅠⅠ 人口の動向のまとめ人口の動向のまとめ人口の動向のまとめ人口の動向のまとめ

人口変動の要因（少子高齢化）人口変動の要因（少子高齢化）人口変動の要因（少子高齢化）人口変動の要因（少子高齢化）

○○○○ 団塊世代より上の世代が平均寿命を迎え、死亡が増加、平成９年度以降、団塊世代より上の世代が平均寿命を迎え、死亡が増加、平成９年度以降、団塊世代より上の世代が平均寿命を迎え、死亡が増加、平成９年度以降、団塊世代より上の世代が平均寿命を迎え、死亡が増加、平成９年度以降、自自自自

然減然減然減然減が続いている。が続いている。が続いている。が続いている。⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 人口減少人口減少人口減少人口減少

○○○○ 人口ボリュームの最も大きい団塊世代（人口ボリュームの最も大きい団塊世代（人口ボリュームの最も大きい団塊世代（人口ボリュームの最も大きい団塊世代（S22S22S22S22～～～～23232323生生生生））））とその前後の世代が老とその前後の世代が老とその前後の世代が老とその前後の世代が老

齢人口に突入、齢人口に突入、齢人口に突入、齢人口に突入、高齢化率が上昇高齢化率が上昇高齢化率が上昇高齢化率が上昇した。した。した。した。

○○○○ 高校卒業時に８～９割が気仙管外に転出し、その多くが戻ってこないため、高校卒業時に８～９割が気仙管外に転出し、その多くが戻ってこないため、高校卒業時に８～９割が気仙管外に転出し、その多くが戻ってこないため、高校卒業時に８～９割が気仙管外に転出し、その多くが戻ってこないため、

若年人口の縮小若年人口の縮小若年人口の縮小若年人口の縮小が続いている。が続いている。が続いている。が続いている。⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 人口減少人口減少人口減少人口減少

○○○○ 若年人口の減少は、出産する人口の減少にもつながり、さらに晩婚化や非婚若年人口の減少は、出産する人口の減少にもつながり、さらに晩婚化や非婚若年人口の減少は、出産する人口の減少にもつながり、さらに晩婚化や非婚若年人口の減少は、出産する人口の減少にもつながり、さらに晩婚化や非婚

化の進行も伴って、化の進行も伴って、化の進行も伴って、化の進行も伴って、少子化が加速少子化が加速少子化が加速少子化が加速している。している。している。している。⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 人口減少人口減少人口減少人口減少

背景にあるもの背景にあるもの背景にあるもの背景にあるもの

○○○○ 高等教育機関が高等教育機関が高等教育機関が高等教育機関がないためないためないためないため、出て行かざるを得ない状況に加え、大学等の卒業、出て行かざるを得ない状況に加え、大学等の卒業、出て行かざるを得ない状況に加え、大学等の卒業、出て行かざるを得ない状況に加え、大学等の卒業

後に就職できる仕事が多くないことで戻れない状況があるものと考えられる。後に就職できる仕事が多くないことで戻れない状況があるものと考えられる。後に就職できる仕事が多くないことで戻れない状況があるものと考えられる。後に就職できる仕事が多くないことで戻れない状況があるものと考えられる。

明るい兆しは見えるか明るい兆しは見えるか明るい兆しは見えるか明るい兆しは見えるか

○○○○ 震災以降、新規高校卒業者の地元就職割合、合計特殊出生率、婚姻率が震災以降、新規高校卒業者の地元就職割合、合計特殊出生率、婚姻率が震災以降、新規高校卒業者の地元就職割合、合計特殊出生率、婚姻率が震災以降、新規高校卒業者の地元就職割合、合計特殊出生率、婚姻率が上昇上昇上昇上昇

しているしているしているしている ⇒⇒⇒⇒「地元回帰・家族中心」「地元回帰・家族中心」「地元回帰・家族中心」「地元回帰・家族中心」の動きか？の動きか？の動きか？の動きか？…………大事にしたい動き大事にしたい動き大事にしたい動き大事にしたい動き



Ⅱ 将来人口推計について



１ 国立社会保障・人口問題研究所の推計（１）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000 47,21947,21947,21947,219人人人人

40,73740,73740,73740,737人人人人

29,96329,96329,96329,963人人人人

20,30920,30920,30920,309人人人人

16,17516,17516,17516,175人人人人

○○○○ 2005200520052005（（（（H17H17H17H17）から）から）から）から2010201020102010（（（（H22H22H22H22）の人口の動向を勘案して推計されたもの。）の人口の動向を勘案して推計されたもの。）の人口の動向を勘案して推計されたもの。）の人口の動向を勘案して推計されたもの。

○○○○ 震災で一時的に流出した人口減が震災で一時的に流出した人口減が震災で一時的に流出した人口減が震災で一時的に流出した人口減が５５５５年以内に解消することを仮定したもの。年以内に解消することを仮定したもの。年以内に解消することを仮定したもの。年以内に解消することを仮定したもの。

出生減と死亡増の出生減と死亡増の出生減と死亡増の出生減と死亡増の「「「「自然減」自然減」自然減」自然減」と、若年層のと、若年層のと、若年層のと、若年層の転出超過の転出超過の転出超過の転出超過の「社会減「社会減「社会減「社会減」」」」ととととがががが

将来将来将来将来にわたって続いたにわたって続いたにわたって続いたにわたって続いた場合、人口減少は加速度的に進行する。場合、人口減少は加速度的に進行する。場合、人口減少は加速度的に進行する。場合、人口減少は加速度的に進行する。

…Ｐ35

～36
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40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

2010(H22) 2015(H27) 2020(H32) 2025(H37) 2030(H42) 2035(H47) 2040(H52) 2045(H57) 2050(H62) 2055(H67) 2060(H72)

15歳未満 15～64歳 65歳以上 合計

第１段階第１段階第１段階第１段階

老年老年老年老年人口増加人口増加人口増加人口増加

生産年齢人口減少生産年齢人口減少生産年齢人口減少生産年齢人口減少

年少年少年少年少人口人口人口人口減少減少減少減少

第２段階第２段階第２段階第２段階

老年老年老年老年人口維持・微減人口維持・微減人口維持・微減人口維持・微減

生産年齢人口減少生産年齢人口減少生産年齢人口減少生産年齢人口減少

年少年少年少年少人口人口人口人口減少減少減少減少

第３段階第３段階第３段階第３段階

老年老年老年老年人口減少人口減少人口減少人口減少

生産年齢人口減少生産年齢人口減少生産年齢人口減少生産年齢人口減少

年少年少年少年少人口人口人口人口減少減少減少減少

２ 国立社会保障・人口問題研究所の推計（２）

年齢３区分人口年齢３区分人口年齢３区分人口年齢３区分人口2010201020102010（（（（H22H22H22H22）を）を）を）を100100100100として指数化として指数化として指数化として指数化

○○○○ 15151515歳未満は、歳未満は、歳未満は、歳未満は、2030203020302030年まで急激な減少となる。年まで急激な減少となる。年まで急激な減少となる。年まで急激な減少となる。

○○○○ 15151515～～～～64646464歳は、一定割合で減少する。歳は、一定割合で減少する。歳は、一定割合で減少する。歳は、一定割合で減少する。

○○○○ 65656565歳以上歳以上歳以上歳以上はははは、、、、2020202020202020年まで微増、維持を続け、減少に転じる。年まで微増、維持を続け、減少に転じる。年まで微増、維持を続け、減少に転じる。年まで微増、維持を続け、減少に転じる。

…Ｐ36



３ 地区別の人口推計（１）

○○○○ 人口推計は、平成人口推計は、平成人口推計は、平成人口推計は、平成16161616年、平成年、平成年、平成年、平成21212121年、平成年、平成年、平成年、平成26262626年の各年年の各年年の各年年の各年3333月末の住民基月末の住民基月末の住民基月末の住民基

本台帳の地区別・年齢別人口を基本に推計した。本台帳の地区別・年齢別人口を基本に推計した。本台帳の地区別・年齢別人口を基本に推計した。本台帳の地区別・年齢別人口を基本に推計した。

そのため、震災以降の人口移動の状況を反映したものになっている。そのため、震災以降の人口移動の状況を反映したものになっている。そのため、震災以降の人口移動の状況を反映したものになっている。そのため、震災以降の人口移動の状況を反映したものになっている。

○○○○ 推計では、５歳階層別人口を平成推計では、５歳階層別人口を平成推計では、５歳階層別人口を平成推計では、５歳階層別人口を平成16161616年と平成年と平成年と平成年と平成21212121年、平成年、平成年、平成年、平成21212121年と平成年と平成年と平成年と平成

26262626年とを比較し、５年後にどの位の人数が残っているかという「残留年とを比較し、５年後にどの位の人数が残っているかという「残留年とを比較し、５年後にどの位の人数が残っているかという「残留年とを比較し、５年後にどの位の人数が残っているかという「残留

率」を算定し、その率を率」を算定し、その率を率」を算定し、その率を率」を算定し、その率を2014201420142014年の５歳階層別人口に乗じて算出した。年の５歳階層別人口に乗じて算出した。年の５歳階層別人口に乗じて算出した。年の５歳階層別人口に乗じて算出した。

○○○○ この人口推計は、過去この人口推計は、過去この人口推計は、過去この人口推計は、過去10101010年の住民基本台帳登録者数の傾向から算出年の住民基本台帳登録者数の傾向から算出年の住民基本台帳登録者数の傾向から算出年の住民基本台帳登録者数の傾向から算出

した簡易推計で、大まかな傾向を示すもの。した簡易推計で、大まかな傾向を示すもの。した簡易推計で、大まかな傾向を示すもの。した簡易推計で、大まかな傾向を示すもの。

○○○○ 出生数については、「出生数については、「出生数については、「出生数については、「0000～～～～4444歳」人口を「歳」人口を「歳」人口を「歳」人口を「25252525～～～～34343434歳」人口で除して、歳」人口で除して、歳」人口で除して、歳」人口で除して、

「親子「親子「親子「親子比率」と設定し、推計したい年度の「比率」と設定し、推計したい年度の「比率」と設定し、推計したい年度の「比率」と設定し、推計したい年度の「25252525～～～～34343434歳」人口に乗じて歳」人口に乗じて歳」人口に乗じて歳」人口に乗じて

「「「「0000～～～～4444歳」人口を算出した歳」人口を算出した歳」人口を算出した歳」人口を算出した。。。。



４ 地区別の人口推計（２）
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（市街地（市街地（市街地（市街地 中心部）中心部）中心部）中心部）
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H16 H21 H26 H31 H36 H41 H46 H51 H56
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0
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H16 H21 H26 H31 H36 H41 H46 H51 H56

赤崎赤崎赤崎赤崎町町町町

3,9263,9263,9263,926人人人人

2,3252,3252,3252,325人人人人

10,99710,99710,99710,997人人人人

3,6213,6213,6213,621人人人人

5,6165,6165,6165,616人人人人

1,8681,8681,8681,868人人人人

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 40.840.840.840.8％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 46.446.446.446.4％％％％

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 66.766.766.766.7％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 52.252.252.252.2％％％％

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 67.167.167.167.1％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 51.851.851.851.8％％％％

…Ｐ37～38

※人口減少率

H16に対するH56

の減少率

※高齢化率

H56の65歳以上

人口の割合



５ 地区別の人口推計（３）

0
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（市街地（市街地（市街地（市街地 内陸部）内陸部）内陸部）内陸部）
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立根立根立根立根町町町町

2,3002,3002,3002,300人人人人

1,0671,0671,0671,067人人人人

3,8603,8603,8603,860人人人人

8,6108,6108,6108,610人人人人

3,9593,9593,9593,959人人人人

4,3754,3754,3754,375人人人人

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 53.653.653.653.6％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 54.654.654.654.6％％％％

人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率 10.510.510.510.5％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 46.546.546.546.5％％％％

人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率 123.1123.1123.1123.1％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 35.535.535.535.5％％％％

…Ｐ37～38



６ 地区別の人口推計（４）
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1,5241,5241,5241,524人人人人

860860860860人人人人

5,4415,4415,4415,441人人人人

1,9251,9251,9251,925人人人人

3,1753,1753,1753,175人人人人

1,2631,2631,2631,263人人人人
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三陸町越喜来三陸町越喜来三陸町越喜来三陸町越喜来

3,3263,3263,3263,326人人人人

963963963963人人人人

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 43.643.643.643.6％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 49.549.549.549.5％％％％

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 71.071.071.071.0％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 55.855.855.855.8％％％％

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 64.664.664.664.6％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 54.354.354.354.3％％％％

人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率 60.260.260.260.2％％％％

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 53.153.153.153.1％％％％

…Ｐ37～38



７ 地域の将来に与える影響

…Ｐ43～44

①①①① 地域経済への影響地域経済への影響地域経済への影響地域経済への影響

②②②② 地域医療、福祉・介護への影響地域医療、福祉・介護への影響地域医療、福祉・介護への影響地域医療、福祉・介護への影響

③③③③ 教育・子育てへの影響教育・子育てへの影響教育・子育てへの影響教育・子育てへの影響

④④④④ 地域公共交通や住まいへの影響地域公共交通や住まいへの影響地域公共交通や住まいへの影響地域公共交通や住まいへの影響

⑤⑤⑤⑤ 地域コミュニティへの影響地域コミュニティへの影響地域コミュニティへの影響地域コミュニティへの影響

⑥⑥⑥⑥ 市の行財政への影響市の行財政への影響市の行財政への影響市の行財政への影響



８ 人口減少対策に向けて（１）

○○○○人口減少に一定の歯止めをかけるために、人口減少に一定の歯止めをかけるために、人口減少に一定の歯止めをかけるために、人口減少に一定の歯止めをかけるために、

出生を増やす出生を増やす

①①①①

転出を減らす

転入を増やす

転出を減らす

転入を増やす

②②②②

○これらの対策が功を奏したものとして、国立社会○これらの対策が功を奏したものとして、国立社会○これらの対策が功を奏したものとして、国立社会○これらの対策が功を奏したものとして、国立社会

保障・人口問題研究所の将来人口推計をベースに保障・人口問題研究所の将来人口推計をベースに保障・人口問題研究所の将来人口推計をベースに保障・人口問題研究所の将来人口推計をベースに

シミュレーションしてみるシミュレーションしてみるシミュレーションしてみるシミュレーションしてみる

ＡＡＡＡ 合計特殊出生率が合計特殊出生率が合計特殊出生率が合計特殊出生率が2030203020302030年までに人口置換水準年までに人口置換水準年までに人口置換水準年までに人口置換水準

（（（（2.12.12.12.1）まで上昇すると仮定）まで上昇すると仮定）まで上昇すると仮定）まで上昇すると仮定

ＢＢＢＢ Ａに加えて、移動（転入と転出）がゼロ（均Ａに加えて、移動（転入と転出）がゼロ（均Ａに加えて、移動（転入と転出）がゼロ（均Ａに加えて、移動（転入と転出）がゼロ（均

衡）で推移すると仮定衡）で推移すると仮定衡）で推移すると仮定衡）で推移すると仮定

…Ｐ39～40



９ 人口減少対策に向けて（２）
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2040
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2045

(H57)

2050

(H62)

2055

(H67)

2060

(H72)

社人研推計 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1.5 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2

26,97126,97126,97126,971人人人人

19,64019,64019,64019,640人人人人

16,17516,17516,17516,175人人人人

21,27521,27521,27521,275人人人人

(1) (1) (1) (1) 総人口推計の比較総人口推計の比較総人口推計の比較総人口推計の比較

○○○○ シミュレーション１では、出生率の改善によって減少率のシミュレーション１では、出生率の改善によって減少率のシミュレーション１では、出生率の改善によって減少率のシミュレーション１では、出生率の改善によって減少率の

緩和が見られる。緩和が見られる。緩和が見られる。緩和が見られる。

○○○○ しかし、転出超過による流出で出産年齢層のボリュームがしかし、転出超過による流出で出産年齢層のボリュームがしかし、転出超過による流出で出産年齢層のボリュームがしかし、転出超過による流出で出産年齢層のボリュームが

小さいため、出生実数は少なく、改善効果は低い。小さいため、出生実数は少なく、改善効果は低い。小さいため、出生実数は少なく、改善効果は低い。小さいため、出生実数は少なく、改善効果は低い。

○○○○ シミュレーション２では、出生率の改善にシミュレーション２では、出生率の改善にシミュレーション２では、出生率の改善にシミュレーション２では、出生率の改善に

転入転出の均衡が加わり、残る人が増え、他転入転出の均衡が加わり、残る人が増え、他転入転出の均衡が加わり、残る人が増え、他転入転出の均衡が加わり、残る人が増え、他

の比べて減少率はさらに緩やかになる。の比べて減少率はさらに緩やかになる。の比べて減少率はさらに緩やかになる。の比べて減少率はさらに緩やかになる。

○○○○ 残る人の中の出産年齢層がある程度確保さ残る人の中の出産年齢層がある程度確保さ残る人の中の出産年齢層がある程度確保さ残る人の中の出産年齢層がある程度確保さ

れるれるれるれるためためためため、出生実数も改善され、改善効果は、出生実数も改善され、改善効果は、出生実数も改善され、改善効果は、出生実数も改善され、改善効果は

高いが、歯止めがかかった状態とはいえない。高いが、歯止めがかかった状態とはいえない。高いが、歯止めがかかった状態とはいえない。高いが、歯止めがかかった状態とはいえない。

…Ｐ39～40

○○○○ シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション1.51.51.51.5では、転入転出の均衡によりでは、転入転出の均衡によりでは、転入転出の均衡によりでは、転入転出の均衡により

減少率の緩和が見られる。減少率の緩和が見られる。減少率の緩和が見られる。減少率の緩和が見られる。

○○○○ シミュレーション１より改善効果は高いが、出生シミュレーション１より改善効果は高いが、出生シミュレーション１より改善効果は高いが、出生シミュレーション１より改善効果は高いが、出生

率の改善が見られないため、長期的には改善効果は率の改善が見られないため、長期的には改善効果は率の改善が見られないため、長期的には改善効果は率の改善が見られないため、長期的には改善効果は

低い。低い。低い。低い。

40,73740,73740,73740,737人人人人



１０ 人口減少対策に向けて（３）

(2) 15(2) 15(2) 15(2) 15歳未満人口比率推計の比較歳未満人口比率推計の比較歳未満人口比率推計の比較歳未満人口比率推計の比較

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

2010

（H22）

2015

（H27)

2020

(H32)

2025

(H37)

2030

(H42)

2035

(H47)

2040

(H52)

2045

(H57)

2050

(H62)

2055

(H67)

2060

(H72)

社人研推計 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1.5 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2

11.911.911.911.9％％％％

7.07.07.07.0％％％％

15.215.215.215.2％％％％

12.912.912.912.9％％％％

○○○○ 出生率が改善するシミュレーション１及び２で出生率が改善するシミュレーション１及び２で出生率が改善するシミュレーション１及び２で出生率が改善するシミュレーション１及び２で

は、は、は、は、2020202020202020年（年（年（年（H27H27H27H27）を底に比率が改善し、２におい）を底に比率が改善し、２におい）を底に比率が改善し、２におい）を底に比率が改善し、２におい

ては、ては、ては、ては、2060206020602060年（年（年（年（H72H72H72H72）に）に）に）に15.215.215.215.2％と推計される。％と推計される。％と推計される。％と推計される。

○○○○ シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション1.51.51.51.5は、出生率の改善がないは、出生率の改善がないは、出生率の改善がないは、出生率の改善がないここここ

とから改善効果は低く、長期的には減少傾向になる。とから改善効果は低く、長期的には減少傾向になる。とから改善効果は低く、長期的には減少傾向になる。とから改善効果は低く、長期的には減少傾向になる。

…Ｐ41～42

8.58.58.58.5％％％％



１１ 人口減少対策に向けて（４）

(3) 65(3) 65(3) 65(3) 65歳以上人口比率推計の比較歳以上人口比率推計の比較歳以上人口比率推計の比較歳以上人口比率推計の比較

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

2010

（H22）

2015

（H27)

2020

(H32)

2025

(H37)

2030

(H42)

2035

(H47)

2040

(H52)

2045

(H57)

2050

(H62)

2055

(H67)

2060

(H72)

社人研推計 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1.5 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2

30.930.930.930.9％％％％

30.930.930.930.9％％％％

46.846.846.846.8％％％％

38.538.538.538.5％％％％

○○○○ シミュレーション１及びシミュレーション１及びシミュレーション１及びシミュレーション１及び1.51.51.51.5では、では、では、では、2040204020402040年（年（年（年（H52H52H52H52）を）を）を）を

ピークに比率は減少に向かう。ピークに比率は減少に向かう。ピークに比率は減少に向かう。ピークに比率は減少に向かう。

○○○○ シミュレーション２では、シミュレーション２では、シミュレーション２では、シミュレーション２では、2030203020302030年（年（年（年（H42H42H42H42）をピーク）をピーク）をピーク）をピーク

に改善し、比率は減少に向かい、に改善し、比率は減少に向かい、に改善し、比率は減少に向かい、に改善し、比率は減少に向かい、2060206020602060年（年（年（年（H72H72H72H72）で）で）で）で

2010201020102010年（年（年（年（H22H22H22H22）水準まで戻る。）水準まで戻る。）水準まで戻る。）水準まで戻る。

…Ｐ41～42

39.239.239.239.2％％％％



シミュレーション結果からシミュレーション結果からシミュレーション結果からシミュレーション結果から

○○○○ 合計特殊出生率が、人口置換水準（合計特殊出生率が、人口置換水準（合計特殊出生率が、人口置換水準（合計特殊出生率が、人口置換水準（2.12.12.12.1）まで上昇しても、すぐ）まで上昇しても、すぐ）まで上昇しても、すぐ）まで上昇しても、すぐ

に人口増加につながらない。に人口増加につながらない。に人口増加につながらない。に人口増加につながらない。

○○○○ 人口移動が均衡（転入と転出の差が小さくなる）すると人口減少率は緩人口移動が均衡（転入と転出の差が小さくなる）すると人口減少率は緩人口移動が均衡（転入と転出の差が小さくなる）すると人口減少率は緩人口移動が均衡（転入と転出の差が小さくなる）すると人口減少率は緩

やかになる。やかになる。やかになる。やかになる。

○○○○ 中長期的にみると、人口減少傾向は続くものの、合計特殊出生率と人口中長期的にみると、人口減少傾向は続くものの、合計特殊出生率と人口中長期的にみると、人口減少傾向は続くものの、合計特殊出生率と人口中長期的にみると、人口減少傾向は続くものの、合計特殊出生率と人口

移動の改善によって、高齢化が抑制され、年少人口割合が高まり、全体と移動の改善によって、高齢化が抑制され、年少人口割合が高まり、全体と移動の改善によって、高齢化が抑制され、年少人口割合が高まり、全体と移動の改善によって、高齢化が抑制され、年少人口割合が高まり、全体と

して人口の若返りが図られる。して人口の若返りが図られる。して人口の若返りが図られる。して人口の若返りが図られる。

人口減少に一定の歯止めを人口減少に一定の歯止めを人口減少に一定の歯止めを人口減少に一定の歯止めをかけるかけるかけるかけるためにためにためにために

○○○○ 地元に「残れる」「戻れる」しごとづくり、場づくり地元に「残れる」「戻れる」しごとづくり、場づくり地元に「残れる」「戻れる」しごとづくり、場づくり地元に「残れる」「戻れる」しごとづくり、場づくり

○○○○ 新しい人とのつながりを築く場づくり新しい人とのつながりを築く場づくり新しい人とのつながりを築く場づくり新しい人とのつながりを築く場づくり

○○○○ 安心して家庭を築き、子育てできる環境づくり安心して家庭を築き、子育てできる環境づくり安心して家庭を築き、子育てできる環境づくり安心して家庭を築き、子育てできる環境づくり

○○○○ 生涯暮らし続けられる地域づくり生涯暮らし続けられる地域づくり生涯暮らし続けられる地域づくり生涯暮らし続けられる地域づくり

ⅡⅡⅡⅡ 将来人口推計のまとめ将来人口推計のまとめ将来人口推計のまとめ将来人口推計のまとめ



Ⅲ 人口の将来展望について



１ 目指すべき将来の方向

…Ｐ45～47

○当市の現状

若年層の流出に伴う人口減少の進行に、少子化、晩婚化・非婚化、生若年層の流出に伴う人口減少の進行に、少子化、晩婚化・非婚化、生若年層の流出に伴う人口減少の進行に、少子化、晩婚化・非婚化、生若年層の流出に伴う人口減少の進行に、少子化、晩婚化・非婚化、生

産年齢人口の減少が加わることで、さらに人口の減少を招く「縮小スパ産年齢人口の減少が加わることで、さらに人口の減少を招く「縮小スパ産年齢人口の減少が加わることで、さらに人口の減少を招く「縮小スパ産年齢人口の減少が加わることで、さらに人口の減少を招く「縮小スパ

イラル」に陥るリスクに直面イラル」に陥るリスクに直面イラル」に陥るリスクに直面イラル」に陥るリスクに直面

○目指すべき将来の方向

①①①① 若年層の人口流出の抑制・歯止め若年層の人口流出の抑制・歯止め若年層の人口流出の抑制・歯止め若年層の人口流出の抑制・歯止め

②②②② 若年層・壮年層を中心とした人口流入の促進若年層・壮年層を中心とした人口流入の促進若年層・壮年層を中心とした人口流入の促進若年層・壮年層を中心とした人口流入の促進

③③③③ 若い世代の就労・結婚・子育てなどの生活環境若い世代の就労・結婚・子育てなどの生活環境若い世代の就労・結婚・子育てなどの生活環境若い世代の就労・結婚・子育てなどの生活環境

の整備の整備の整備の整備

④④④④ 健康長寿の推進と市外からの移住の促進健康長寿の推進と市外からの移住の促進健康長寿の推進と市外からの移住の促進健康長寿の推進と市外からの移住の促進



２ 人口の将来展望（１）

…Ｐ47～49

○推計条件○推計条件○推計条件○推計条件



２ 人口の将来展望（２）

…Ｐ47～49
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H47)
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(H52)

2045

(H57)

2050

(H62)

2055

(H67)

2060

(H72)

社人研推計 パターン① パターン② パターン③ パターン④

40,737

社人研推計

16,175人

人

パターン①

20,314人

パターン②

28,641人

パターン④

32,423人

パターン③

35,096人

○○○○総人口総人口総人口総人口の将来展望の将来展望の将来展望の将来展望



２ 人口の将来展望（３）

…Ｐ50～51

○老年人口比率の将来展望○老年人口比率の将来展望○老年人口比率の将来展望○老年人口比率の将来展望
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社人研推計 パターン① パターン② パターン③ パターン④

％

社人研推計

46.8％

30.9％

パターン①

45.4％

パターン②

34.0％

パターン④

30.0％

パターン③

29.2％



Ⅳ 市民意識調査結果について



１ 定住意識（H27.3実施）

…Ｐ52～54

○全体的にみて、現在住んでいるところは住みよいですか？○全体的にみて、現在住んでいるところは住みよいですか？○全体的にみて、現在住んでいるところは住みよいですか？○全体的にみて、現在住んでいるところは住みよいですか？

⇒⇒⇒⇒ 45.545.545.545.5％が住みよさを、％が住みよさを、％が住みよさを、％が住みよさを、18.618.618.618.6％が住みにくさを感じている。％が住みにくさを感じている。％が住みにくさを感じている。％が住みにくさを感じている。

24.224.224.224.2 21.321.321.321.3 30.230.230.230.2 10.410.410.410.4 8.28.28.28.2 3.93.93.93.9 1.81.81.81.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住みよい まあまあ住みよい ふつう やや住みにくい

住みにくい 何ともいえない 無回答

○これからも現在住んでいる地域に住み続けたいですか？○これからも現在住んでいる地域に住み続けたいですか？○これからも現在住んでいる地域に住み続けたいですか？○これからも現在住んでいる地域に住み続けたいですか？

⇒⇒⇒⇒ 70.770.770.770.7％が住み続けたいを、％が住み続けたいを、％が住み続けたいを、％が住み続けたいを、15.815.815.815.8％が転居を考えている。％が転居を考えている。％が転居を考えている。％が転居を考えている。

47.447.447.447.4 23.323.323.323.3 11.711.711.711.7 4.14.14.14.1 11.411.411.411.4 2.22.22.22.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ずっと住み続けたい 当分はすみ続けたい いずれは転居したい

すぐにでも転居したい どちらともいえない 無回答



２ 子ども・子育てに関するニーズ（H25.11～12実施）

…Ｐ55～60

○ほしいと思っている子どもの数、実際に予定している子どもの数○ほしいと思っている子どもの数、実際に予定している子どもの数○ほしいと思っている子どもの数、実際に予定している子どもの数○ほしいと思っている子どもの数、実際に予定している子どもの数

(76)

(2)

(25)

(55)

(504)

(363)

(30)

(13)

91

1

4

31

276

513

125

28

(600) (400) (200) 0 200 400 600

無回答

8人以上

7人

6人

5人

4人

3人

2人

1人

0人

ほしいと思っている子どもの数

実際に予定している子どもの数

(80)

(2)

(20)

(32)

(309)

(208)

(20)

(16)

87

1

3

27

183

297

67

23

(400) (200) 0 200 400

無回答

8人以上

7人

6人

5人

4人

3人

2人

1人

0人

ほしいと思っている子どもの数

実際に予定している子どもの数

就学前児童を持つ保護者 就学児童を持つ保護者

平均値 ほしいと思っている子どもの数 2.682.682.682.68人人人人

実際に予定している子どもの数 2.262.262.262.26人人人人

※１～５人に回答したもので算定



３ 進路・就職に関するニーズ（H26.1実施）

…Ｐ61～64

472472472472 260260260260

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ

○いずれ地元に戻ってきたいと思いますか？○いずれ地元に戻ってきたいと思いますか？○いずれ地元に戻ってきたいと思いますか？○いずれ地元に戻ってきたいと思いますか？

⇒⇒⇒⇒ 64.564.564.564.5％が戻ってきたい。％が戻ってきたい。％が戻ってきたい。％が戻ってきたい。

○高校卒業後、進学や就職で地元を離れる予定ですか？○高校卒業後、進学や就職で地元を離れる予定ですか？○高校卒業後、進学や就職で地元を離れる予定ですか？○高校卒業後、進学や就職で地元を離れる予定ですか？

⇒⇒⇒⇒ 84.084.084.084.0％が地元を離れる予定である。％が地元を離れる予定である。％が地元を離れる予定である。％が地元を離れる予定である。
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地元を離れる予定 地元に残る予定

○なりたい職業について、市内で教育が受けられ、仕事がある場合、地元に○なりたい職業について、市内で教育が受けられ、仕事がある場合、地元に○なりたい職業について、市内で教育が受けられ、仕事がある場合、地元に○なりたい職業について、市内で教育が受けられ、仕事がある場合、地元に

残りたいと思いますか？残りたいと思いますか？残りたいと思いますか？残りたいと思いますか？ ⇒⇒⇒⇒ 76.276.276.276.2％が残りたい。％が残りたい。％が残りたい。％が残りたい。
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はい いいえ



４ 高齢者の日常生活に関する状況（H26.7～8実施）

…Ｐ65～67

○社会参加について、負担となるような要因がありますか？○社会参加について、負担となるような要因がありますか？○社会参加について、負担となるような要因がありますか？○社会参加について、負担となるような要因がありますか？

⇒⇒⇒⇒ 体調等の健康の問題が第一、次いで交通の問題体調等の健康の問題が第一、次いで交通の問題体調等の健康の問題が第一、次いで交通の問題体調等の健康の問題が第一、次いで交通の問題
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その他

精神的な問題

経済的な問題

時間的な制約

体調等の健康の問題

交通の問題

自立 認定



お問い合わせ先

企画政策部企画調整課企画政策部企画調整課企画政策部企画調整課企画政策部企画調整課

担当：山口担当：山口担当：山口担当：山口 鈴木鈴木鈴木鈴木 福島福島福島福島 藤井藤井藤井藤井

TEL 27TEL 27TEL 27TEL 27----3111(3111(3111(3111(内線内線内線内線229229229229・・・・230)230)230)230)

〒〒〒〒022022022022----8501850185018501

大船渡市盛町字宇津野沢大船渡市盛町字宇津野沢大船渡市盛町字宇津野沢大船渡市盛町字宇津野沢15151515番地番地番地番地


